
令和４年度　支部活動報告書

仙 南 支 部

【令和４年度活動方針】

　「明るく、楽しく、元気よく、強い絆で繋がろう」をモットーに非会員を巻き込みながら、支部活動

を充実させていく。

１ ．地域連携の強化（研修会・看護管理者ネットワーク会議等）

２ ．支部機能強化（会員増を目指し、支部だよりや研修案内を非会員施設にも送付する）

３ ．役員間交流（相互理解）として、オンラインミーティングツールを使用しての情報交換、可能であ

れば施設見学の継続。

【令和４年度活動成果と課題】

　令和４年度は、感染状況を考慮しながら、オンライン併用から対面の役員会や事業開催へと展開でき

た。中でもまちの保健室として地域の方々の健康づくりに参画できたこと、看護管理者の会を再開し、

ネットワークを強化できたことは大きな収穫であった。また、役員会では各施設のコロナ対応の状況を

共有し合い、看護職の力と地域連携の必要性を再確認した。研修会はハイブリッド開催で、看護職以外

の方々の参加もあり、地域包括ケアをともに支えるための学習機会となった。次年度も今年度の方針を

継続し、看護職の連携を強化し、地域で看護の質の向上を目指していく。

茨　支部総会

　　　日　時：令和４年４月16日（土）13時～13時30分　オンライン

　　　場　所：みやぎ県南中核病院より配信　出席35名、委任状483名　合計518名

芋　支部役員会　５回開催（４/16、８/４、10/14、１/21、２/24）

鰯　部委員会　推薦委員会１回

允　県協会役員と支部役員との意見交換会：10月14日（金）参加19名

１ ．組織運営に

関すること

茨　研修会

　　　日　時：令和４年４月16日（土）13時30分～14時30分　オンライン　出席35名

　　　テーマ：「仙南地域の訪問看護の現状」

　　　講　師：渋谷幸江先生（柴田・角田訪問看護ステーション所長）

芋　研修会

　　　日　時：令和５年１月21日（土）13時30分～14時30分　オンライン　出席65名

　　　テーマ：「在宅緩和ケア～楽しさと難しさと心強さと～」

　　　講　師：内海純子先生（みやぎ県南中核病院附属訪問看護ステーション副所長）

２ ．看護の質の

向上に関する

こと

茨　まちの保健室　　

　　　日　時：令和４年10～11月予定　10月23日（日）　９時～15時　参加８名

　　　内　容：大河原町オータムフェスティバル手洗い、インボディ測定等

　　　会　場：大河原町保健センター

芋　看護管理者ネットワーク会議　オンライン

　　　日　時：第１回10/５（水）参加９名、第２回１/11（水）参加９名

３ ．地域活動

茨　広報　仙南支部だより２回発行（１回　第29号12月発行）

芋　広報　協会ホームページの支部情報更新（１月更新）　

鰯　広報　「看護みやぎ」に記事掲載　８月１日号（支部長）、２月１日号（支部活動）

４ ．その他

当年度決算当年度予算会計区分

決　　　算

58,933円271,000円Ⅰ　公益目的事業会計（研修・まちの保健室等）

80,204円145,000円Ⅱ　収益事業等会計（支部だ より発行等）

225,218円504,000円Ⅲ　法　 人　 会　 計（総 会 ・ 委 員 会 等）

364,355円920,000円計
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